
　

令
和
二
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
《
宮
内
氏
像
》（
図
１
）
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
と
、

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
胸
部
に
写
真
の
よ
う
な
ス
ジ
状
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
（
図
２
、
図

３
）。
こ
れ
は
石
膏
原
型
に
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
た
め
（
図
４
、
図
５
）、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
阪
井
鋳
金
所
に
た
ず
ね
て
み
る
と
、
鋳
造
の
際
に
生
じ
る

「
は
ぐ
み
」
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。「
は
ぐ
み
」
は
鋳
型
を
焼
成
す
る
際
に
生

じ
る
鋳
型
の
合
わ
せ
目
の
食
い
違
い
の
こ
と
で
、
修
正
す
る
の
が
現
在
の
通
例
で
あ

る
。
そ
し
て
、
同
じ
原
型
を
使
っ
て
再
度
鋳
造
を
試
み
て
も
同
一
の
「
は
ぐ
み
」
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
個
体
を
識
別
す
る
印
と
み
な
せ
う
る
と
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
は
一
九
一
〇
年

に
日
英
博
覧
会
に

出
品
さ
れ
た
も
の

と
伝
わ
っ
て
お
り
、

こ
の
博
覧
会
の
際

に
刊
行
さ
れ
た
日

英
博
覧
会
事
務
局

編
『
日
英
博
覧
会

新
美
術
出
品
図

録
』（
審
美
書
院
、

一
九
一
〇
年
）
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
６
）。
こ
の
写
真
を
よ
く
見
て
み

る
と
、
図
１
、
２
、
３
と
同
じ
ス
ジ
状
の
も
の
が
確
認
で
き
る
（
図
７
）。
こ
の
こ

•••••••••

•••••••••

《
宮
内
氏
像
》
の
は
ぐ
み

武
　
井
　
　
　
敏

図１　《宮内氏像》ブロンズ

図２　《宮内氏像》ブロンズ部分（矢印著者）

図３　《宮内氏像》ブロンズ部分（図２の強調）
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と
か
ら
、
寄
贈
さ
れ
た
《
宮
内
氏
像
》
は
、
荻
原
の
生
前
に
鋳
造
さ
れ
、
荻
原
の
手

に
よ
っ
て
日
英
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
と
同
定
で
き
る
。

　

本
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
所
在
の
わ
か
ら
な
い
時
期
が
あ
る
も
の
の
来
歴
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
た
め
、
生
前
鋳
造
で
あ
る
こ
と
は
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
の

写
真
と
の
比
較
に
よ
り
、
間
違
い
な
く
生
前
鋳
造
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

「
は
ぐ
み
」
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
阪
井
鋳
金
所
に
感
謝
し
た
い
。

図５　《宮内氏像》石膏原型部分

図６　《宮内氏像》の写真

図７　《宮内氏像》の写真の拡大（矢印著者）

図４　《宮内氏像》石膏原型
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